
▲溶融亜鉛めっき皮膜厚 さ測定



溶融亜鉛めっき皮膜厚 さ測定方法について

亜鉛めっき層の品質を判断する方法として，膜厚計が

しだいに広 く用いられてきています。

これは，（1）非破壊試験である。

（2）操作が比較的簡単で測定値が即座にわか

るなどの理由によるものと考えられます。

しかし，JISHO401（ 溶融亜鉛めっき試験方法）では，

直接法や塩化アンチモン法など重量測定を行う方法が正

式な付着量試験 として認められており，膜厚計による測

定はあ くまで参考試験とされています。

これは，溶融亜鉛めっき皮膜組成や表面粗度の差およ

び補正の方法によって誤差 を生 じることがあるか らであ

ります。

しかし，上記のとおり長所がありますからできるだけ

正 しい測定を行って活用 して行かなければな りません。

2． 測定方法

2．1プ ローブを本体に接続 し，電源を入れます。

2．2次 にゼロ調整と標準調整 を行 います。

（1）ゼロ調整は，測定対象物 と同 じ材質，形状，厚みの

素地にプローブをあてて行います。素地にはめっきや

塗装のされていないものを用意します。

② 標準調整は厚 さの判明 している標準板 を素地にのせ

プローブをあてて行います。標準板は測定範囲の上下

限とその中間のものがあれば測定精度は上が ります。

2，3ゼ ロ調整 と標準調整が終われば， 目的の測定物にプ

ローブをあててめっき皮膜厚 さを読みます。

なお，膜厚計はいろいろな種類があり，操作方法 も

若干異なる点 もあ りますので，購入される場合は，取

り扱い説明書を良 く読まれることが必要であります。

1． 測 定 原 理

電 磁 コイ ル （プ ロー ブ ） を鉄 材 に近 づ け る と， そ の 距

離 に応 じて イ ン ダ クタ ン ス が 変 化 します 。 この 関 係 は，

鉄 （強 磁 性 体 ） の 上 にめ っ き， 塗 装 ， ラ イ ニ ン グ等 （非

磁 性 体 ） の 層 が あ る場 合 も同 様 で， こ の 表 面 に 電 磁 コ イ

ル を あ て る と， 層 の 厚 み に 比例 して コ イ ル の イ ン ダ ク タ

ン スが 増 減 し ます 。 イ ン ダ ク タ ン スが 変 わ れ ば 電 流 も変

化 す るの で， 電 流 計 に 厚 み に 比例 し た振 れ が指 示 され ま

す 。 （図1， 図2）
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3測 定 に お け る注 意 事項

（1）素 材 の 材 質 が 鉄 で あ る こ と を確 認 して くだ さ い 。

② プ ロー ブ先 端 の チ ップ を傷 つ け る と正 し い 測 定 が で

きな い ため ， プ ロー ブ を測 定 面 に あ て る場 合 は 叩 き付

け た り， 横 にず ら した り しな い よ うに して くだ さい 。

（3）標 準 板 が 傷 つ い た り折 れ 曲が っ た場 合 は ， 新 しい も

の に取 り替 え て くだ さ い 。

（4）計 器 の 精 度 保 持 の た め ， 少 な く と も年1回 の 点 検 が

必 要 で す 。

（5）ゼ ロ調 整 ， 標 準 調 整 は 測 定 対 象物 の 形 状 に 合 わせ て

行 っ て くだ さ い。 （図3， 図4）
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4． 溶 融 亜 鉛 め っ き皮 膜 厚 さに 関 す るJIS規 格

JISHO401（ 溶 融亜 鉛 め っ き試験 方 法 ）よ り

参 考 膜 厚 試 験 方 法

（1）試 験 片 製 品 そ の ま ま を試 験 片 とす る 。

（2）膜厚 計 は厚 さ既 知 の 標 準 片 に よ って 校 正

され た もの を用 い る。

測 定 は1個 につ い て5ヵ 所 以 上 の 厚 さ を測 定 し， そ

の 平 均 値 を膜厚 とす る。

な お 、 測 定 値 か ら付 着 量 を求 め る に は次 の 式 に よ

る 。

A＝7．2×tこ こでA： 亜 鉛 付 着 量 （g／m2）

7．2： め っ き層 の 密 度 （g／cm3）

t： 膜 厚 （μm）
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